
「亀津小学校の亀津浜踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 徳之島町立亀津小学校 

２．学年・人数 全学年 345人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和７年10月３日 亀津小学校校庭 

⑵ 発表の日時・場所 

令和７年10月19日 亀津小学校秋季大運動会 校庭 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

徳之島町指定民俗文化財(無形民俗)亀津浜踊り(かめつはまおどり) 

⑵ 由 来 

いつの頃，何のために踊り始めたのかは，実際のところ分かっていない

が，旧歴の七月に行われる「夏の正月」とも言える「浜下り」という行事

が踊りと結びついたと考えられる。 

⑶ 構成等 

踊りの開始は，ゆったりとした太鼓のリズムから始まる。男女間の歌の

掛け合いによって，だんだんとテンポが加速し，次第に曲も踊りも激しく

なる。最後は，一気にテンポを早め，力を出し切る最高潮で太鼓の乱打が

終わりを告げる。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

浜踊りを継承していくために,浜踊り保存会に指導をお願いしている。浜踊

り保存会の方との連携を強化するために,地域行事に担当が参加して交流を

深めた。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

  

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・歌にあわせて踊るのが楽しかった。歌も歌えるようになりたい。 

・足の動きが難しかった。保存会の方のお手本を見て踊った。 

【保存会】 

・ 子どもたちがとても一生懸命踊っていた。若い世代に受け継いで行くこ

とが大切だと思った。 

 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

 運動会での披露      


